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職業奉仕月間

玉野　英美（桑名北RC）

国際ロータリー第2630 地区ガバナー
2025-2026 年度

　新年あけましておめでとうございます。
　皆さまには穏やかに新春をお迎えになりましたことと、心よりお慶び申し上げます。
　早いもので、私のガバナー年度も折り返しを迎えました。振り返れば、ガバナー公式訪問にはじまり、
IM、地区大会、そして各クラブ・委員会の取り組みなど、本当に多くの事業を皆さまと共に進めてまいりま
した。瞬く間の半年間ではありましたが、その一つひとつが私にとって学びと喜びに満ちた時間でした。
　ここまで温かいご支援を賜りましたガバナー補佐の皆さま、会長の皆さま、そしてIM実行委員長をは
じめとする多くの方々に、改めて深く感謝申し上げます。残りの半年間も周年事業をはじめ、まだまだ力を
合わせて進めていく事業があります。どうぞ変わらぬご協力をお願い申し上げます。
　さて、1月は「職業奉仕月間」です。
　職業奉仕は、ロータリーの精神を支える根幹であり、その奥行はとても深いものです。しかし、その入
口に立つこと自体は、入会間もない方にも理解しやすい、親しみやすい考え方です。入口からそっと奥を
覗けば、そこには果てしない理念の世界が広がっていますが、まずは足元を確かめながら、基本を丁寧に
学んでいくことが大切なのだと感じています。私自身、まだその入口付近を歩んでいる一人のロータリア
ンに過ぎませんが、だからこそ、職業奉仕に向き合う姿勢を忘れずにいたいと思っています。
　ご承知のように、職業奉仕の概念をロータリーに明確に導いたのはアーサー・フレデリック・シェルド
ンです。1911年の大会での彼の言葉から、「最も奉仕する者、最も多く報いられる」と「超我の奉仕」とい
う、ロータリーを象徴する標語が生まれました。これらは1950年に公式標語として認証され、今も私たち
の胸に息づいています。
　ロータリアンは職業人の集まりです。
　誰もが「自らの事業の継続的な発展」を願っています。しかし、その利益を一部の者だけが享受するの
ではなく、従業員や取引先、関わるすべての人 と々適正に分かち合うことこそが、事業が永続的に繁栄す
る道であるとロータリーは教えてくれます。利益を追うだけではなく、自らの職業を通して社会に貢献す
るという意図を持つこと。これこそが企業経営を“学問”としてとらえ、原理原則に基づいた誠実な経営に
つながるのではないでしょうか。
　そして、その道しるべとなるのが「四つのテスト」です。
言行はこれに照らしてから
　1. 真実かどうか
　2. みんなに公平か
　3. 好意と友情を深めるか
　4. みんなのためになるかどうか
　職業奉仕とは、職業を通じて社会のニーズにこたえ、人々の生活の質を高める活動とも言えます。顧客
への配慮、社会への貢献、倫理観と高い道徳心をもって職務を行うこと――その積み重ねこそが、ロータ
リーの理念を実践することにほかなりません。
　私たち会員一人ひとりが、ロータリーの理想を胸に、日々の行いを丁寧に積み重ねていくこと。その姿
勢が、クラブの力となり、地域社会を照らす光となるのだと信じています。どうぞ、今年一年が皆さまに
とって、そしてそれぞれの職業にとって、温かく実りある年となりますように。
　最後に――
　「自分がしてもらって嬉しいことを、相手にも。」
　その小さな一歩を、皆さまと共に歩んでまいりたいと思います。

新年のご挨拶と「職業奉仕月間」に寄せて
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職業奉仕月間

菅内　章夫（久居RC）

職業奉仕委員会　委員長　
2025-2026 年度

　毎年1月は、「職業奉仕月間」です。
　昨年3月の会長エレクト研修セミナー、4月の地区研修・協議会で、地区職業奉仕委員長として職業奉
仕について、説明をさせていただきました。職業奉仕は、「難しい」とか、「わかりにくい」ということをよく
お聞きします。そのために、ロータリークラブの誕生から現在に至るまで、職業奉仕がどのように発展して
きたのかを出来るだけわかりやすく、理解しやすく説明をさせていただきました。　　
　地区職業奉仕委員会は、「クラブ支援」という使命を持っていますが、クラブ会員の職業奉仕の知識や
理解を深めるためには、クラブの職業奉仕委員長が、例会で職業奉仕の卓話をやっていただくのが最も
効果的だと考えています。30分の卓話でも、情報収集をしたり、話すことをまとめたりすることで、職業奉
仕の理解が深まると思います。それによって、クラブ会員のレベルアップができると思います。そのための
資料提供や情報提供などの支援は、しっかりやっていきたいと考えています。そして、毎年開催する「職
業奉仕委員会ラーニングセミナー」を大いにご活用いただいて、各クラブでの職業奉仕月間にふさわし
い活動につなげていただけると幸いです。また、「職業奉仕月間リソースのご案内」「My　Rotaryの職業
奉仕の手引き」「ロータリアンのための職業奉仕入門」などが参考になりますので、こちらもご活用くださ
い。
　一昨年から国際ロータリーは、研修方針が、「トレーニング：情報や知識を与えること」から、「ラーニン
グ：学びはスキルや能力を向上させるために情報を吸収すること」に移行しています。これを受けて、昨年
の職業奉仕委員会ラーニングセミナーも従来の講演形式ではなく、「テーブルディスカッションの形式」
で開催しました。そのための事前アンケート調査で、テーブルディスカッションのテーマを3つに絞り、参
加者の希望や活動内容を記入いただいて、予習的なことをしていただきました。
・テーマA：職業奉仕とは何か？ロータリアンとしての職業倫理を再確認する
　職業奉仕の基本理念を再確認し、委員会活動や例会にどう活かすかを考える。
・テーマB：自クラブにおける職業奉仕活動の現状と課題
　実例を共有し、課題や改善点を見つける。
・テーマC：若い世代への職業奉仕アプローチ
　次世代育成に職業奉仕の精神をどう伝えるかを考える。
とさせていただきました。
　運営面では、開会時間を少し早くして、名刺交換、自己紹介を済ませていただき、テーブルディスカッ
ションの時間が多く取れるように工夫してみました。そして、ファシリテーターに、亀井直前ガバナーをは
じめ、地区チームのメンバーに担っていただきましたので、パストガバナーやガバナー補佐の方 と々直接
話ができる貴重な時間になったと思います。昨年の職業奉仕委員会ラーニングセミナーのアンケート結
果内容は、今後の職業奉仕委員会の活動に取り入れていきたいと考えています。
　ぜひ、各クラブでも、この「職業奉仕月間」に合わせて、職業奉仕について、ラーニングセミナーを導入
してみてください。

職業奉仕月間について
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地区大会 1 日目

4 Governor’s Monthly 2026  Jan.vol.7 



大晩餐会

エクスカーション 六華苑・なばなの里
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地区大会 2 日目
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活動報告

　
開催日時：令和7年10月26日（日）10：00 ～15：00
開催場所：ひだホテルプラザ
登録者数：190名　　参加者数　137名
　
　本年度のインターシティミーティングは、高山中央ロータリークラブ
ホストのもと、来賓に田中高山市長をお迎えし、特別出席者に玉野ガ
バナー、剱田・篠原両パストガバナー、河合ガバナーエレクト、安田代
表幹事、桑員グループ岡田ＡＧ、岐阜Ａグループ原尾ＡＧ、岐阜Ｂグ
ループ堀江ＡＧ、東海北陸道グループ喜久生ＡＧ、またグループ内の
地区委員の方々に出席頂き、午前中第1部のＩＭ、午後から第二部の
懇親会という構成で開催致しました。
　第1部では、「国歌」・「奉仕の理想」の斉唱、歓迎の言葉、来賓・特別出席者・参加クラブ紹介の後、田中
高山市長、玉野ガバナーよりご挨拶を頂きました。そして今回ＩＭの学びの場として、高山中央ロータリー

クラブの会員でもあります精神科医の益田大輔君が講師を務
め、“精神科医が語る人生100年時代のメンタルヘルス　～ここ
ろは「意味付け」で作られる～　知られざる「うつ病」「認知症」
「依存症」の世界”と題して、メンタルヘルスの諸問題について理
解を深めて頂き、ロータリー活動の一助となるべく講演をさせ
て頂きました。最後の講評では篠原パストガバナーから温かい
ねぎらいの言葉を頂きました。
　第2部は、剱田パストガバナーの乾杯の後、飛騨の風習に乗っ
取って懇親会を開催致しました。年に一度の濃飛グループ6クラ
ブが集まる良い機会でありますので、クラブの垣根を超えて友
好の輪を広げましょうと呼びかけさせて頂き、大変盛り上がっ
た親睦会となりました。
　こうしてロータリーの二つの柱である“学びと親睦”を第一部
と第二部にて実行させて頂き、実りのあるインターシティミー
ティングに出来たのではないかと思っております。今回のＩＭ開
催にあたりご協力頂きましたすべての皆様方に心から感謝を申
し上げます。

　令和７年１０月２９日に岐阜西濃グループＩＭ及び９ＲＣ合同ガバナー公式訪問例会を大垣フォーラム
ホテルにて開催しました。
　IMでは、岐阜西濃グループの9クラブすべてに女性会員が在籍するという新たなステージを迎え、各ク
ラブから女性会員にパネリストとしてご登壇いただき、パネルディスカッション形式の意見交換会を開催
しました。約２００人が参加し、地区DEI推進小委員会の野原佳子委員長をコーディネーターに迎え、「ク
ラブ活性化のための女性会員活躍の場づくり」をテーマに、活発な
意見交換をしました。
　各発表者からは、それぞれのクラブにおいて、女性として、また一
会員としてしっかりと受け入れられていることや、奉仕活動を通じて
ロータリーライフを楽しんでいることなど、前向きで積極的な意見が
多く寄せられました。また、女性ならではの視点による奉仕のあり方
についても共有され、女性会員の活躍がクラブの活性化に大きく貢
献していることを改めて認識する機会となりました。
　性別にとらわれることなく、個人として互いを尊重し合える環境づ
くりこそが、持続可能なクラブ運営の鍵であることを認識し、今後の

濃飛グループIM濃飛グループ

岐阜西濃グループＩＭ・９ＲＣ合同ガバナー公式訪問

クラブ運営に活かしていきたいと考えています。
　ＩＭに続いて、岐阜西濃グループ９ＲＣ合同ガバナー公式訪問を玉野英美ガバナーをお迎えして開催
しました。玉野英美ガバナーのお話の後、懇親会をなごやかに開催し、参加者２７０人によるロータリーソ
ング「手に手つないで」の大きな輪で締めくくりました。濃飛グループ　ガバナー補佐　岩本　正樹（高山中央RC）濃飛グループ　ガバナー補佐　岩本　正樹（高山中央RC）

岐阜西濃グループ　ガバナー補佐　里村　大像（大垣RC）岐阜西濃グループ　ガバナー補佐　里村　大像（大垣RC）
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日　時　11月1日（土）
場　所　ホテル津センターパレス「三重の間」
ホスト　津ロータリークラブ

　本会は、三重県知事（ビデオメッセージ）ならびに津市長、特別出席者の皆
さま、中勢・伊賀グループ8クラブのロータリアンを含む158名のご臨席を得
て開催いたしました。今回の登録対象を入会5年以内のロータリアンとした
のは、コロナ禍で例会や委員会活動の機会が乏しく、クラブ内での懇親もま
まならなかった方々に、あらためてロータリーの魅力を感じていただくためです。
　テーマを「一生勉強。一生青春」とし、「一生勉強」部門では辻パストガバナーに天然色の観点からロータ
リーをご講演いただきました。「一生青春」部門では「のど自慢大会」を行い、親睦を深めていただきました。

　また、今回の主役である入会5年以内
の皆さまに最前列へお座りいただくな
ど、初めての工夫も取り入れました。
　式典では、日赤点訳奉仕団 三重県支
部への資材目録贈呈式を行いました。こ
の取り組みは県内各クラブの持ち回りで
70年間継続され、寄贈資材は時代に応
じて多岐にわたり、これまでに49,066冊
の点訳本が作成されています（令和3年

6月 BRC通信より）。
　インターシティミーティングは、同じ地域のロータリアンが一堂に会し、友情を育み学び合う貴重な機会
です。本会を機に、さらなる連携と交流の輪が広がることを心より期待しております。　令和７年１０月２９日に岐阜西濃グループＩＭ及び９ＲＣ合同ガバナー公式訪問例会を大垣フォーラム

ホテルにて開催しました。
　IMでは、岐阜西濃グループの9クラブすべてに女性会員が在籍するという新たなステージを迎え、各ク
ラブから女性会員にパネリストとしてご登壇いただき、パネルディスカッション形式の意見交換会を開催
しました。約２００人が参加し、地区DEI推進小委員会の野原佳子委員長をコーディネーターに迎え、「ク
ラブ活性化のための女性会員活躍の場づくり」をテーマに、活発な
意見交換をしました。
　各発表者からは、それぞれのクラブにおいて、女性として、また一
会員としてしっかりと受け入れられていることや、奉仕活動を通じて
ロータリーライフを楽しんでいることなど、前向きで積極的な意見が
多く寄せられました。また、女性ならではの視点による奉仕のあり方
についても共有され、女性会員の活躍がクラブの活性化に大きく貢
献していることを改めて認識する機会となりました。
　性別にとらわれることなく、個人として互いを尊重し合える環境づ
くりこそが、持続可能なクラブ運営の鍵であることを認識し、今後の

クラブ運営に活かしていきたいと考えています。
　ＩＭに続いて、岐阜西濃グループ９ＲＣ合同ガバナー公式訪問を玉野英美ガバナーをお迎えして開催
しました。玉野英美ガバナーのお話の後、懇親会をなごやかに開催し、参加者２７０人によるロータリーソ
ング「手に手つないで」の大きな輪で締めくくりました。

開催日時　【令和7年１１月１５日】（土曜日）13：00　～　16：50

玉野ガバナーの一丁目一番地である、（地区と地域の未来を考えて）公
共イメージ向上の推進をテーマに考え企画推進し開催いたしました。
　第一部、基調講演では、浦田パストガバナーが、ガバナーの折にＲＩ
会長代理としてお起こしいただく予定でした（コロナで大会中止）第
2800地区パストガバナー鈴木一作様（寒河江RC）に「ロータリアンの
矜持」をテーマにご講演いただきました。大変素晴らしく勉強になりま
した。中でも私の心に深く残ったのがロータリーの親睦はフレンドシッ

プでは無く、フェローシップ（志が同じ者同士の仲間意識）でした。改
めて再認識させていただきました。
　第二部、テーマ【公共イメージ向上の取り組み】各クラブ発表では、
それぞれのクラブ自慢を発表いただき、私の進行で会場におられる
6ロータリーの関係者からもお話をいただきました。又、寒河江RC会
長の遠藤伸一様にもご自分のクラブから第2800地区の現ガバナー
を出されておりましたのでご意見を聞かせてもらいました。
会場におられた全会員が同じ志を持ったロータリアンだと確信したＩ
Ｍでした。ホストクラブに支えら
れ、大変気持ちの良いＩＭが開催

できたと思っています。
　玉野英美ガバナーを始めとします特別出席者、地区役員、地区出向
者、伊勢・鳥羽・志摩グループ6クラブの皆様にご出席を賜り感謝申し

上げます。玉野英美ガバナーのメッセージ「Ｒ
ＩＳＥ　ｗｉｔｈ　ＲＯＴＡＲＹ」万歳！
その夜はホストクラブの伊勢中央RC会員とゲ
ストの４人をお迎えし懇親を深めました。

伊勢・鳥羽・志摩グループ ＩＭ

中勢・伊賀グループ ＩＭ
中勢・伊賀グループ　ガバナー補佐　増田　冬樹（津RC）中勢・伊賀グループ　ガバナー補佐　増田　冬樹（津RC）

伊勢・鳥羽・志摩グループ　ガバナー補佐　山川　勝弘（伊勢中央RC）伊勢・鳥羽・志摩グループ　ガバナー補佐　山川　勝弘（伊勢中央RC）
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開催日時　【令和7年１１月１５日】（土曜日）13：00　～　16：50

玉野ガバナーの一丁目一番地である、（地区と地域の未来を考えて）公
共イメージ向上の推進をテーマに考え企画推進し開催いたしました。
　第一部、基調講演では、浦田パストガバナーが、ガバナーの折にＲＩ
会長代理としてお起こしいただく予定でした（コロナで大会中止）第
2800地区パストガバナー鈴木一作様（寒河江RC）に「ロータリアンの
矜持」をテーマにご講演いただきました。大変素晴らしく勉強になりま
した。中でも私の心に深く残ったのがロータリーの親睦はフレンドシッ

　2025年11月20日は、当高山ロータリークラブ創立70周年の日です。
　創立70周年のまさにその日に、高山市長様、高山市議会議長
様、高山商工会議所会頭様、第2630地区ガバナー玉野英美様、
さらに、昨年創立90周年を迎えられたスポンサークラブの岐阜
ロータリークラブ様、友好クラブの小豆島ロータリークラブの皆
様、たくさんのご来賓をお招きして、創立70周年記念式典と祝宴
を開催させていただきました。
　当クラブは、1955年（昭和30年）11月20日、我国で169番目、

チャーターメンバー26人に
て認証誕生いたしました。
それから70年という長い年
月にわたり、地域社会と共に奉仕の理想に集いつつ、友愛と親睦
のスピリットを常に大切にしながら、高山ロータリークラブの伝統
を培ってこられた、先輩会員の方々のご努力と情熱に深い尊敬の
念を捧げますとともに、長きにわたり高山ロータリークラブの活動
を温かく見守りご支援賜りました、地域社会の皆様に対しましても
深く感謝をいたします。
　なお、創立から9年後の1964年には、斐太高校インターアクトク

ラブを創設し、61年の長きにわたり、歴代のインターアクターの皆さん、そして歴代の先生方と、意義ある
奉仕活動と国際交流活動を続けております。
　そして12月7日日曜日に、斐太高校をホスト校として、第39回イ
ンターアクト飛騨・中濃・東濃グループ協議会が高山で開催されま
す。そのプログラムの1つに70周年記念事業として、映画『国宝』に
て振付指導された、高山出身、日本舞踊家・振付師の谷口裕和氏
をお迎えし【谷口裕和記念公演演舞】を開催いたします。
　培われてきた歴史と伝統、そして大切にしてきた「親睦と友愛」
のスピリットに、あらためて誇りと感謝を心に刻み、70周年を節目
として、更に飛躍と、奉仕の理想の実現に向け未来へと、高山ロー
タリークラブの歯車を回していきたいと思っております。

プでは無く、フェローシップ（志が同じ者同士の仲間意識）でした。改
めて再認識させていただきました。
　第二部、テーマ【公共イメージ向上の取り組み】各クラブ発表では、
それぞれのクラブ自慢を発表いただき、私の進行で会場におられる
6ロータリーの関係者からもお話をいただきました。又、寒河江RC会
長の遠藤伸一様にもご自分のクラブから第2800地区の現ガバナー
を出されておりましたのでご意見を聞かせてもらいました。
会場におられた全会員が同じ志を持ったロータリアンだと確信したＩ
Ｍでした。ホストクラブに支えら
れ、大変気持ちの良いＩＭが開催

できたと思っています。
　玉野英美ガバナーを始めとします特別出席者、地区役員、地区出向
者、伊勢・鳥羽・志摩グループ6クラブの皆様にご出席を賜り感謝申し

上げます。玉野英美ガバナーのメッセージ「Ｒ
ＩＳＥ　ｗｉｔｈ　ＲＯＴＡＲＹ」万歳！
その夜はホストクラブの伊勢中央RC会員とゲ
ストの４人をお迎えし懇親を深めました。

高山RC７０周年記念式典
高山ロータリークラブ　会長　佐藤　祐介（高山RC）高山ロータリークラブ　会長　佐藤　祐介（高山RC）
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会員数報告 2025年11月分
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　郡上長良川ロータリークラブ第2216回例会に、一般社団法人郡上
青年会議所　第50代理事長以下5名の役員を招いて、合同例会を開
催いたしました。
　RCメンバーにもかつてのJCメンバーが同席し、例会後の懇親会も
和気あいあいの会となり、両会の会員の増強にも期待が持てるものと
なりました。

新会員

小池　季也
2025.11.5入会
電気設備工事

鳥羽RC

橋本　優
2025.11.14入会

畜産業

瑞浪RC

大平　勉
2025.11.27入会
信託銀行

四日市RC

三隅　直尚
2025.11.20入会
信託銀行

岐阜南RC

逝去会員

多賀 潤一郎(102)
1981.10.7入会 2019.7.3入会
2025.11.20逝去

1990～91年度会長、
1993～94年度地区ガバナー
2000～01・2004～05年度
地区研修リーダー
ベネファクター
第6回米山功労者マルチプル
マルチプルPHF8回
メジャードナー

2021-22年度
R財団委員長
2023-24年度
社会奉仕委員長

大垣RC

会員動静報告（敬称略） 2025年11月分

2025.11.14逝去

鈴鹿シティRC

森　遥香
2025.11.10入会

司会業

久居RC

平畑　武(71)

髙井　宏康
　旭日双光章受賞

岐阜長良川RC

寺田　澄男
社会福祉法人

　全国社会福祉協議会
　社会福祉事業功労者　表彰

岐阜長良川RC

受章

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

クラブ活動報告
郡上長良川ロータリークラブ
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〒500-8212　岐阜県岐阜市日野南3-5-16　TEL:058-248-9724  FAX:058-248-9725 勤務時間：10:00～17:30（土・日・祝休務）
〒500-8212　岐阜県岐阜市日野南3-5-16　TEL:058-322-2630 FAX:058-248-9725 勤務時間：10:00～16:00（水・土・日・祝休務）

〒511-0068　桑名市中央町3丁目23番地桑名シティホテル4F内　TEL 0594-27-2800 FAX 0594-27-2801
※AM10:00-PM4:00（土・日・祝日を除く毎日）※PM1:00-PM5:00(木のみ)

ガバナー事務所　
地 区 事 務 所

地 区 大 会 事 務 所 　

2025-2026　地区事務所・ガバナー事務所・地区大会事務所案内


